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番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

１

主体的な学びに
取り組む生徒を
育成する。

①授業規律を維持し、積極
的に授業に取り組む態度を
育成する。
②授業内外でchromebookを
有効活用し、授業における
学習効果をより一層上昇さ
せる。
③授業の復習の重要性を日
ごろから指導しつつ、生徒
手帳を活用し日ごろの学習
状況を可視化できるように
指導する。

①

　

②

③

Ｂ

○学習習慣の定着のためには授業改善はも
ちろんのこと、スマートフォンとの向き合
い方や生活習慣の見直しなど、日ごろの生
活態度の指導が必須である。

○Chromebookの使いづらさを訴える生徒が
存在するので、別の機種への変更も検討す
る必要がある。

○学習記録を習慣化させるためには、日ご
ろの学習習慣の定着が必須である。そのた
めに日ごろの生活習慣の指導から始め、学
習に意識を向けさせる準備をする必要があ
る。

　「学習する意味は何か」「なぜ大学に行き
たいのか」という、根本的な価値観を考えさ
せることは自主学習の習慣の定着に結び付く
と考えられるので、学習指導に合わせてこの
点も指導する必要がある。

　Chromebookのアプリをうまく活用できれば
学習記録を取ることができる。課題の出し方
などを工夫できれば、自主学習の定着と学習
記録をつける習慣の両方の課題が解決でき
る。

２

本校生徒である
誇りと自覚を持
たせ、自律的、
主体的に行動で
きる生徒を育成
する。

不安を抱える生
徒に寄り添った
指導ができるよ
う、情報を共有
する。

①集団生活において時間を
遵守することや身だしなみ
を整えることの重要性を、
日ごろの教育活動を通じ理
解させる。

②各学年で問題を抱える生
徒やカウンセリングを受け
た生徒の情報などを学校全
体で共有し、組織的に対応
できる体制を整える。

①

②

Ａ

○朝学習に遅れることなく登校する生徒の
割合は目標値以下であった。今後は学習意
欲の喚起とともに、日常生活の過ごし方も
指導する必要がある。

○苦情件数は去年と同等で、その内容は
「公共施設の利用態度や身だしなみの乱
れ」「交通ルール」に関することが主で
あった。校外における南稜生としての心得
を日ごろから指導していく。
　昨年よりもさらに、精神的に不安定な生
徒が増加している。精神的に不安定になる
原因のほとんどは些細な人間関係のこじれ
が原因である。人とのかかわり方、心の持
ち方などの指導を、各行事等の前後で指導
する必要がある。

　スマートフォンの使い方、就寝時刻などの
基本的生活習慣の確立は充実した高校生活の
ベースになるので、これらの指導は速やかに
行う必要がある。

　精神的に不安定な生徒の情報をこまめに職
員と共有するとともに、子供だけでなく親も
SC・SSWとつなげ子供が抱える問題の解決に
結び付ける必要がある。

３

生徒が目標を高
く持ち、進路希
望を実現させる
指導をより一層
行う。

①生徒の進路意識醸成のた
め、保護者のための進路講
演会の企画・立案や個に応
じた的確な情報提供などに
よる継続的な支援を行う｡

②進路セミナーのより体系
的な実施や、模擬試験・各
種検査の活用により進学す
る目的を定めさせ、進学に
向け意欲を向上させる。

①

② Ａ

○進路指導部と学年団、教科が協力し、生
徒の進路希望を実現するための進路指導が
できた。
　特に担任による進路指導や個別の面接指
導について、生徒・保護者ともに高い満足
度を得ている。

○総合型選抜を見据えたプレゼンテーショ
ン(Microsoft ppt, Google slide)の準備
や、レポート及び小論文の作成方法を低学
年から計画的に指導する必要がある。
　また、進路学習にChrome bookやC-
Learningを積極的に活用することで、効率
的かつ柔軟性のある指導を行う必要があ
る。

　推薦や総合型選抜で進学を決めた場合と一
般試験で進学を決めた場合では、学力に開き
が見られ、前者の生徒は入学後に苦労するこ
とになる。
　これを防ぐためにも、生徒たちのモチベー
ションを維持して学習習慣を定着させる必要
がある。

　あわせて、「大学入学後」「大学卒業後」
に求められる能力から、今必要な学力等を逆
算し、高校卒業までにその能力を身に付けさ
せる指導が必要である。

４

学校の強みや特
色ある教育活動
を安全・安心に
実施し、その様
子をきめ細かく
情報発信する。

①担当者を中心に、ホーム
ページの内容を充実させ、
迅速かつ正確に更新する。

②地域や小・中学校との協
力体制をコロナ禍以前に戻
し、地域貢献を行う。

③生徒の健康観察、施設内
の換気などに注意を払う。

①

②

③

Ａ

○ホームページの更新頻度を保ちつつ、内
容をさらに充実させ、本校の教育活動につ
いて、幅広く発信する。

○交流のある機関とは引き続き連携を行い
つつ、戸田市教育委員会、近隣の小学校・
中学校などとの新たな連携も模索する。

○学校行事の前後においては、引き続き感
染症の防止に注意して教育活動を行ってい
く。

　戸田市内の中学校においてはChromebookを
用いた授業を行っており、その取り組みは参
考になるものがあると思われる。また、相互
に授業の様子を見ることは互いの授業改善に
繋がるので、そのような観点で積極的に交流
を図るとよい。

①学年、分掌、部活動等から、継続的に
情報を発信し、その発信頻度が昨年度よ
り同等かそれ以上となったか。

②学校説明会等、地域との交流を充実さ
せることができたか。

③行事前後における生徒の健康状態が良
好に維持できたか。

ホームページで学校行事の様子や部
活動の生徒の活躍を、昨年度同等の
約150回程度アップした。

地域の中学校に出向いての学校説明
会や出前授業、中学校PTAによる学
校訪問の受入れ、小学校による学校
見学の受入れを行った。

行事前後において、感染症の蔓延を
防止し、良好な健康状態を維持する
ことができた。

　ホームページは随時更新し
て学校の魅力を発信してい
る。
　保護者や地域、卒業生、中
学生の期待と信頼に応えるた
め、鮮度の高い情報を積極的
に発信する。
　また、行事を開催するにあ
たっては、コロナ前に実施し
ていた内容を目指しつつ、感
染症対策を徹底し、実施前後
の学校運営に支障をきたさな
いよう配慮する。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標

自主学習の時間が０時間である生徒
は平日32.5％、土曜・日曜日33.9％
と昨年よりはやや改善傾向がみられ
るものの、目標値を下回るもので
あった（R5年度：平日36.3％、土
曜・日曜日40.3％）。

chromebookが有効に活用できている
と実感している生徒の割合は約75％
で、目標値をやや下回るものであっ
た。

ほとんどの生徒が記録する習慣を身
に付けていない。

　ほとんどの生徒は授業に積
極的に臨んでおり、学習意欲
の高さがうかがえる。
　一方、学校生活以外で自主
学習を３０分以上行う者は約
６０％（令和５年度調査）
と、自発的に学習することが
難しい状況である。

　全体的に生徒は落ち着いた
学校生活を送っているが、朝
学習の時間に遅れて登校する
生徒が存在する。また、整容
が乱れや交通ルールに関し
て、外部から苦情をいただく
ことがある。
　さらに、精神不調をきた
し、不登校や進路変更となる
生徒が例年よりも増加してい
る。

①講演会・説明会の実施、進路通信の発
行等のより、最新で有用な進路情報を保
護者に提供できたか。

② 生徒の進路意識を、入学時より高める
ことができたか。

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和７年１月２１日

学校関係者からの意見・要望・評価等評価項目の達成状況

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

年　度　評 価（１月２０日 現在 ）

不十分(４割未満)

達
成
度

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

令 和 ６ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼 玉 県 立 南 稜 高 等 学 校 ）             s19

目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する進
路を実現する学校

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育のさらなる充実と、入学時からのキャリア教育の推進
 ４　家庭・地域との幅広いネットワークづくりと、学校からの情報発信体制の充実

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
　出席者　学校関係者　　  ４名
　　　　　生徒　　　　　２５名
　　　　　事務局(教職員)１０名

各学年において、生徒・保護者の
ニーズに対応した進路情報を、講演
会や進路通信を通じて提供すること
ができ、高い満足度であることが分
かった。

各学年で進路ガイダンスを実施した
り、小論文模試などを利用したりし
て、生徒の進路意識を高めることが
できた。

　進路指導部が中心となって
立てた進路計画に基づき、進
路意識を醸成することができ
ている。
　その一方で、本校入学当初
から推薦入試や総合型選抜で
大学進学を目指す生徒も多
く、学力を伸ばして可能性を
高めようとする意識が薄い。

朝学習に遅れることなく登校する生
徒の割合は、１日につき９５％で
あった。また、地域からの厳しい意
見を管理職が受けたことはあった
が、その回数は３件であった。

企画委員会、職員会議において問題
を抱える生徒の情報を共有した。ま
た、精神的に不安定な生徒に対して
は積極的に戸田市の精神担当や南部
保健所に支援を求め、生徒に対し適
切な指導を行うことができた。

①-1 朝学習に遅れることなく登校する生
徒の割合を、１日につき９７％以上にす
る。
①-2 地域からの意見・苦情の件数を、年
間１０件以下とする。

②-1 企画委員会や職員会議などで、問題
を抱える生徒の情報を共有する。
②-2 カウンセリングを受けている生徒の
情報共有が図れる体制を作り、必要に応
じて特別支援コーディネーターや市の精
神保健専門家、県生徒指導課指導主事な
どにサポートを求める。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

①与えられた課題や復習などに取り組む
時間を含め、授業やセミナー以外で学習
に取り組む時間が０時間である生徒を１
０％以内にする。
②chromebookが有効に活用できていると
実感している生徒の割合を８０％以上と
する。
③自発的な学習時間を生徒手帳に記録
し、自身の学習状況を把握する習慣が身
につく指導を日常的に行っている。


